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研修報告

テーマ：多職種連携の第一歩は顔の見える関係づくりから

中央区医療介護サポートセンター便りは
年４回（４月７月１０月１月）の発行です。

各区サポートセンターの紹介やお知らせ、

研修案内、活動報告等をご覧いただけます。

ぜひ、ご活用ください。

【アドレス】 https://kobe-iks.net/

サポートセンターホームページのご案内

§災害時相互支援ネットワーク構築のための研修会§

令和6年6月20日（木）18時30分～20時に在宅で支援している医療職を対象にハイブリット（区医師会会議

室とZoom）で開催しました。参加者は19名でした。

はじめに訪問看護ステーションうさぎの理学療法士 宮本佳則氏に「能登半島地震のボランティア活動に

ついて」と題し、避難所における入浴支援の状況についてご報告いただきました。

医療介護サポートセンターでは、医療・介護等の専門職を対象とした

在宅医療・介護に関する研修会を開催しています。

§第6回中央区多職種連携交流会§
～中央区内病院と在宅支援者の交流会～

令和6年6月12日（水）14時～16時、兵庫県医師会館6階4～6会議室に

おいて、中央区内病院と在宅支援者の交流会を開催しました。 86名の

方にご参加いただきました。（病院22名、在宅等64名）

各病院と訪問看護ステーション、あんしんすこやかセンター、ケアマネ
ジャーの代表から情報提供を行いました。また、事前質問に回答いただ
くなど意見交換を行いました。会終了後は、参加者各々で名刺交換を行
い、自由に交流していただきました。
アンケートでは、参加者全員から「相互理解の機会となった」とご回答
いただきました。また、病院と在宅間の情報共有について、連携シート
等を活用して早期に対応する、本人や家族のパーソナリティーや思い、
関係性など書面で伝わりにくい内容は口頭で伝える、できるだけ具体的
にわかりやすく伝わるように連絡を取り合うなど、双方とも工夫をされて
いました。

交流会には毎回、多くの方がご参加くださいます。病院と在宅支援者の顔の見える関係をつくり、相互
理解を深め、切れ目のない連携の一助となるよう、今後も交流会を企画、開催していきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

自由に名刺交換タイム

お話が弾んでいました

つづいて、慶応義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室 山岸

暁美氏監修のDVD「地域BCPのススメ～スタッフ、患者、利用者

そして住民のいのちと生活を守る～」を視聴し、災害対応マニュ

アルとBCPの違い、ヘルスケア領域におけるBCPについて、連携

型BCP・地域型BCPについて等を学びました。視聴後は中央区

医師会会長の小川達司先生から災害時相互支援ネットワークづ

くりへの取組みについて助言をいただきました。

～山岸暁美氏監修DVDのタイトル～



サポートセンターからのお知らせ

【編集後記】 暑中お見舞い申し上げます。蒸し暑い日が続きます。水分補給、睡眠、食事など普段以上に気を配って、体調に
  気ををつけて夏を乗り切りましょう

令和6年11月に中央区在宅医療・介護連携

セミナー（区民セミナー）の開催を予定してい

ます。テーマはアドバンス・ケア・プランニング

（ACP)に関する内容で企画しています。

詳細が決まりましたら、広報させていただき

ます。

熱中症に注意しましょう

暑い季節になると心配されるのが熱中症です。梅雨の合間の突然気温が上がった日や梅雨明け後に急に蒸

し暑くなった日に起こりやすいです。高齢の方は暑さを感じにくくなり、体温調整機能が低下するため、室内に

いても熱中症の危険があります。熱中症に備えた対策を行いましょう。

～神戸市ホームページ 熱中症対策に関する情報から抜粋～ 神戸市 熱中症対策

熱中症対策

１．こまめな水分補給
のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分を補給しましょう

２．涼しい服装
 通気性の良い、吸湿・速乾素材の衣服を着用しましょう

３．暑さを避ける   
暑さを我慢せず、扇風機・エアコンを利用しましょう

   日傘・帽子を使用しましょう
   熱い時間帯の外出はできるだけ控えましょう

◆栄養や睡眠を十分に
とり、体調が悪いときは
無理をしないよう注意し
ましょう

◆緊急時の連絡先を
確認しておきましょう

軽度 ： めまい、立ちくらみ、汗が止まらない
中度 ： 頭痛、吐き気、倦怠感
重度 ： 意識がない、けいれん、高体温

熱中症の症状

～神戸市のパンフレット～ ～厚生労働省のちらし～

中央区在宅医療・介護連携推進協議会で医療と介護

の切れ目のない連携促進のためのツールを作成しまし

た。通院や急な入院などに備えて、医療・介護情報と

「意思がわかるもの」をまとめて準備しておくことをすす

めるチラシです。関係機関等へ順次配布させていただ

きますので、ご活用ください。

発行：中央区在宅医療・介護連携推進協議会
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